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１.地区の概要と取り組むべき課題

①人口の減少・少子高齢化

②耕作放棄地の増加によって、

・景観の悪化

・野生動物の隠れる場所になってしまう

・「大寺宿」として、旅籠（宿屋・旅館）や商家が
軒をならべ賑わっていた

・磐梯山のふもとにあり山の恵みの豊かな地域

・SIGMA（カメラレンズ）の工場がある

大寺五区

大寺五区

参照：磐梯町 https://www.town.bandai.fukushima.jp/soshiki/seisaku/gaiyo.html

磐梯町人口：約3300人

人口：約130人

抱える問題



２.今年度実施した取組みの内容

①オンライン会議
→交流・地区について理解を深める

極そばプロジェクト

継続的な
取り組み

耕作放棄地 再生 そばの生産・収穫 販売 再生産費用 農地再生・生産

④そばの実の収穫作業
→刈り入れ、脱穀、天日干し、袋詰め

今回の活動

③地域の環境調査
→後に集会所訪問

②種まき作業
※夏に行う予定だったがコロナで中止

⑤そばを使った商品開発・研究
→報告会後に検討会議を開く予定



３.まとめ
→活動が完了しておらず効果と評価はまだ検証できていない

• 大寺五区青年会の方々のアットホームな雰囲気や集会所のイベント

時の写真などから地域のあたたかさを感じた

• 収穫作業前に地域の調査をして空き地を活用している様子を見るこ

とができた

• 収穫作業は単純な作業だが腰を曲げた姿勢が想像以上にハードで、

機械を使って収穫したそばの実に混じった他のものをとる作業はご

みが舞い、服や頭がごみだらけになったが、そばの実を袋に詰め終

えると大きな達成感があった

※今回の実証活動はまだ完了しておらず、
報告会後に蕎麦以外の活用の検討会を行う予定



４.今後に向けて

活動の拡大 安定した生産・販売 極そばPR そばを活用した商品展開

大寺五区の活性化


